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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞又は組織における神経発生を刺激する又は増大させるための医薬組成物であって、
ＧＡＢＡ物質を場合により１又は複数の他の神経剤と組み合わせて含み、ここで、前記物
質又は組み合わせは前記細胞又は組織における神経発生を生じさせるために有効である、
前記医薬組成物。
【請求項２】
　前記細胞又は組織が、動物対象又はヒトの患者のものである、請求項１に記載の医薬組
成物。
【請求項３】
　前記患者が、神経発生を必要とするものであり、中枢又は末梢神経系の疾患、症状又は
負傷と診断されている、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記１又は複数の他の神経剤が、オピオイド又は非オピオイド神経剤である、請求項１
～３のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記非オピオイド神経剤がドーパミンである、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記神経発生が、神経細胞系に沿って神経幹細胞（ＮＳＣ）の分化を含む、請求項１に
記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記神経発生が、グリア細胞系に沿って神経幹細胞（ＮＳＣ）の分化を含む、請求項１
に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記オピオイドが、カッパオピオイド受容体アンタゴニストである、請求項４に記載の
医薬組成物。
【請求項９】
　前記オピオイドが、カッパオピオイド受容体選択的アンタゴニストである、請求項８に
記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記オピオイドが、ＪＤＴｉｃ、ノル－ビナルトルフィミン、及びブプレノルフィンか
ら選択される、請求項９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記細胞又は組織が、低減された神経発生を示し、あるいは神経発生を低減又は阻害す
る物質に供される、請求項２又は３に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記神経発生を低減又は阻害する物質が、オピオイド受容体アゴニストである、請求項
１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記オピオイド受容体アゴニストが、モルヒネ又は他のオピエートである、請求項１２
に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記対象又は患者が、１又は複数の薬物中毒又は薬物依存を有する、請求項２又は３に
記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　対象又は患者の細胞変性、精神状態、細胞外傷及び／又は負傷に関連する神経系障害、
あるいは他の神経関連症状を治療するための医薬組成物であって、ＧＡＢＡ物質を場合に
より１又は複数の他の神経剤と組み合わせて含み、ここで、前記物質又は組合せは前記対
象又は患者の前記疾患における改善をもたらすために有効である、前記組成物。



(3) JP 2009-513672 A5 2009.12.17

【請求項１６】
　前記細胞変性に関連する神経系障害が、神経変性障害、神経幹細胞傷害、神経前駆細胞
障害、網膜の変性疾患、虚血性障害、及びその組み合わせから選択される、請求項１５に
記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　前記精神状態に関連する神経系障害が、精神神経障害、情動障害、うつ病、軽躁病、パ
ニック発作、不安神経症、過剰病的爽快、双極性うつ病、双極性障害（躁うつ病）、季節
的気分（又は情動）障害、統合失調症及び他の精神病、脳回欠損症候群、不安症候群、不
安障害、恐怖症、ストレス及びストレス関連症候群、認知機能障害、攻撃性、薬物及びア
ルコール乱用、強迫的行動症候群、境界性人格障害、非老人性痴呆症、疼痛後うつ病、分
娩後うつ病、脳性麻痺、及びその組み合わせから選択される、請求項１５に記載の医薬組
成物。
【請求項１８】
　前記細胞外傷及び／又は負傷に関連する神経系障害が、神経的外傷及び負傷、手術関連
外傷及び／又は負傷、網膜の負傷及び外傷、てんかんに関連する負傷、脊髄損傷、脳損傷
、脳外科手術、脳損傷に関連する外傷、脊髄損傷に関連する外傷、がん治療に関連する脳
損傷、がん治療に関連する脊髄損傷、感染に関連する脳損傷、炎症に関連する脳損傷、感
染に関連する脊髄損傷、炎症に関連する脊髄損傷、環境有害物質に関連する脳損傷、環境
有害物質に関連する脊髄損傷、その組み合わせから選択される、請求項１５に記載の医薬
組成物。
【請求項１９】
　前記神経関連症状が、学習障害、記憶障害、自閉症、注意力欠如障害、ナルコレプシー
、睡眠障害、認知障害、てんかん、側頭葉てんかん、及びその組み合わせから選択される
、請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　前記精神状態が、うつ病を含む、請求項１７に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　前記１又は複数の他の神経剤が、抗うつ剤を含む、請求項２０に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記うつ病が、対象又は患者によるモルヒネ、アルコール又は薬の使用に起因する、請
求項２０に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記ＧＡＢＡ物質が、アベカルニル、バクロフェン、ジアゼパム、エスゾピクロン、ゾ
ルピデム又はチアガビンである、請求項１５～２２のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　前記ＧＡＢＡ物質が、１又は複数の他の神経剤との組み合わせである、請求項１５に記
載の医薬組成物。
【請求項２５】
　前記ＧＡＢＡ物質が、場合により１又は複数の他の神経剤との組み合わせで、医薬とし
て許容される剤形である、請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　対象又は患者への移植のための細胞又は組織を製造する方法であって、以下のステップ
：
　前記細胞又は組織を、ＧＡＢＡ物質と、場合により１又は複数の他の神経剤と組み合わ
せて接触させ、前記細胞又は組織の神経発生を刺激する又は増大させる、
を含む、上記方法。
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